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③市民知と専門知を共存させる要因の 3 点を明らかにするため 3 事例について分析を行っ
た。調査手法は、市民およびその他の関係者に対する聞き取り調査（計 70 名）、市民活動
の参与観察調査（計 50 回）、文献・資料調査により行い、聞き取り調査と参与観察調査に
ついては 2011年 9月から 2017年 5月までの期間に実施した。 


























 第 5章では、上記の 3事例について分析を行い、「市民知」は「専門知」と対置させた際
に自然資源に関する価値を多様化するという特徴を持っているが、その反面、管理に要す
る技術のすべてを担保することは困難であることを明らかにした。自然資源管理において、
価値の多様化と技術の深化という異なる特徴を持つ「市民知」と「専門知」を共存させる
ためには、それぞれの担い手が相補的な関係をいかにして成立させるかが重要となる。本
研究では、その要因として、①市民が他主体に対して「対等性」を保持すること、②社会
的な目的の達成に向け、覚悟と責任を持った NPOとして「主体性」を発揮すること、③市
民知の発揚に欠かせない「娯楽性」を活動において重視することの 3点を提示した。 
